
(57)【要約】
【課題】紫外線劣化の少ないポリエステルからなる芯鞘型融着フィラメントを用いた防虫
ネット用織編物を提供する。
【解決手段】芯成分に有機系紫外線吸収剤を芯成分重量に対して０．３％～５．０％含有
したポリエステル、鞘成分に低融点ポリエステルを配した、芯鞘面積比率が５０：５０～
９０：１０である芯鞘型フィラメントからなる防虫ネットで、該織編物の交点が熱接着さ
れていることを特徴とする防虫ネット。特に、有機系紫外線吸収剤が、トリアジン系化合
物であることが好ましい。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
芯 成 分 に 有 機 系 紫 外 線 吸 収 剤 を 芯 成 分 重 量 に 対 し て ０ ． ３ ％ ～ ５ ． ０ ％ 含 有 し た ポ リ エ ス
テ ル 、 鞘 成 分 に 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル を 配 し た 、 芯 鞘 面 積 比 率 が ５ ０ ： ５ ０ ～ ９ ０ ： １ ０ で
あ る 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト か ら な り 、 該 織 編 物 の 交 点 が 熱 接 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
防 虫 ネ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト の 芯 成 分 に 含 有 さ れ て い る 有 機 系 紫 外 線 吸 収 剤 が 、 ト リ ア ジ ン 系 化 合
物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 防 虫 ネ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト の 鞘 成 分 の 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル が イ ソ フ タ ル 酸 を 共 重 合 し た 共 重 合 ポ
リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト で あ り 、 芯 成 分 と の 融 点 の 差 が ３ ０ ℃ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 防 虫 ネ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 農 業 用 お よ び 園 芸 用 に 使 用 さ れ る 防 虫 ネ ッ ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 農 業 に お い て 、 農 作 物 を 害 虫 か ら 守 る こ と は 長 年 の 課 題 で あ る 。 こ れ ま で の 害 虫 対 策 と
し て 、 農 薬 に よ る 殺 虫 、 被 覆 資 材 に よ る 害 虫 侵 入 防 止 、 忌 避 剤 に よ る 害 虫 の 排 除 な ど が 挙
げ ら れ る 。 中 で も 、 農 薬 は こ こ 数 十 年 で 開 発 が 大 幅 に 進 み 、 農 作 物 の 害 虫 を 激 滅 さ せ る こ
と が 出 来 る よ う に な り 、 広 く 普 及 す る に 至 っ た 。 し か し 、 農 薬 使 用 に よ り 収 穫 量 は 大 幅 に
増 大 す る 反 面 、 生 態 系 や 自 然 環 境 の 破 壊 や 、 人 体 へ の 悪 影 響 な ど の 多 く の 問 題 を 引 き 起 こ
し た 。 こ の た め 、 近 年 は 環 境 や 人 体 に 無 害 な 農 薬 が 研 究 開 発 さ れ て い る が 、 長 期 蓄 積 性 や
慢 性 毒 性 な ど に つ い て は ま だ 完 全 に は 解 決 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 最 近 は 、 食 物 や 健 康 に 対 す る 意 識 が 高 ま り 、 無 農 薬 の 有 機 栽 培 農 作 物 が 広 く 求 め ら れ て
い る 。 そ こ で 、 従 来 の 農 薬 を 用 い な い 害 虫 対 策 の 一 つ と し て 、 農 作 物 を ネ ッ ト で 覆 い 、 害
虫 の 飛 来 や 侵 入 を 防 ぐ 方 法 が 広 く 用 い ら れ る よ う に な っ て き た 。 ネ ッ ト は 、 雨 風 な ど の 自
然 環 境 に 対 す る 耐 久 性 を 維 持 す る た め に 、 合 成 繊 維 を 用 い る の が 主 流 で あ る 。 し か し 、 合
成 繊 維 は 太 陽 か ら 放 射 さ れ る 紫 外 線 に よ り 劣 化 し 、 破 断 強 度 が 低 下 す る と い う 問 題 点 が あ
っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ 、 ２ な ど で は 、 熱 融 着 性 繊 維 か ら な る 織 物 交 点 を 熱 融 着 し た 防 虫 ネ ッ ト が 提
案 さ れ て い る 。 熱 融 着 す る こ と に よ っ て 織 物 開 口 部 の 目 ず れ は な く な る が 、 実 際 屋 外 で 使
用 す る 際 、 紫 外 線 に よ り 強 度 低 下 し 、 長 期 使 用 が で き な い と い う 欠 点 が あ っ た 。 特 許 文 献
３ で は 、 熱 接 着 性 繊 維 か ら な る 織 編 物 の 交 点 を 熱 接 着 し 、 か つ 紫 外 線 吸 収 剤 を 含 有 し た 防
虫 ネ ッ ト が 提 案 さ れ て い る 。 し か し 、 糸 全 体 に 紫 外 線 吸 収 剤 を 練 込 む こ と で 、 多 量 に 添 加
し な く て は な ら ず 効 率 が 悪 く な る だ け で な く 、 練 込 に よ る 溶 融 粘 度 低 下 に よ り 、 糸 の 破 断
強 度 が 低 下 し て し ま う 。 更 に 、 特 許 文 献 ４ に は 、 芯 鞘 型 繊 維 を 用 い た 不 織 布 を 融 着 さ せ た
被 覆 シ ー ト が 提 案 さ れ て い る 。 し か し 、 不 織 布 で は 農 作 物 へ の 太 陽 光 の 照 射 量 が 減 り 、 か
つ 通 気 度 が 悪 く な る た め 内 部 が 蒸 れ や す く な り 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ ― ４ ４ ２ ７ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ １ ７ ４ ９ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ １ ７ ４ ４ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ７ － ３ ０ ３ ４ ２ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 問 題 点 を 解 消 し 、 紫 外 線 劣 化 の 少 な い ポ リ エ ス テ ル か ら な る 芯 鞘
型 融 着 フ ィ ラ メ ン ト を 用 い た 防 虫 ネ ッ ト 用 織 編 物 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 は 、 芯 成 分 に 有 機 系 紫 外 線 吸 収 剤 を 芯 成 分 重 量 に 対 し て ０ ． ３ ％ ～ ５ ． ０ ％ 含
有 し た ポ リ エ ス テ ル 、 鞘 成 分 に 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル を 配 し た 、 芯 鞘 面 積 比 率 が ５ ０ ： ５ ０
～ ９ ０ ： １ ０ で あ る 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト か ら な る 防 虫 ネ ッ ト で 、 該 織 編 物 の 交 点 が 熱 接 着
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 防 虫 ネ ッ ト に よ り 解 決 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ り 、 紡 糸 操 業 性 良 好 で 紫 外 線 劣 化 の 少 な い 芯 鞘 型 融 着 繊 維 を 得 る こ と が で き
、 こ れ を 製 織 編 し た 布 帛 を 熱 融 着 す る こ と に よ り 目 ず れ を 防 止 し 、 農 薬 を 使 わ ず に 害 虫 の
侵 入 を 阻 止 で き る 防 虫 ネ ッ ト を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 本 発 明 に 用 い ら れ る 防 虫 ネ ッ ト 用 の 繊 維 は 、 芯 鞘 型 の フ ィ ラ メ ン ト で あ る こ と が 必 要 で
あ る 。 芯 鞘 型 と す る こ と に よ り 、 良 好 な 紫 外 線 耐 久 性 と 融 着 性 能 を 兼 ね 備 え た 防 虫 ネ ッ ト
を 得 る こ と が で き る 。 単 独 型 に し た 場 合 、 十 分 な 紫 外 線 耐 久 性 を 得 る た め に は 紫 外 線 吸 収
剤 を 多 く 練 り 込 ま な け れ ば な ら ず 、 そ の 結 果 繊 維 の 破 断 強 度 が 低 下 し て し ま う の で 好 ま し
く な い 。 な お 、 フ ィ ラ メ ン ト は マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 、 モ ノ フ ィ ラ メ ン ト い ず れ も 使 用 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト は 、 芯 鞘 と も ポ リ エ ス テ ル で あ る こ と が 必 要 で あ る 。 ポ リ エ ス テ ル
は 、 寸 法 安 定 性 、 耐 水 性 が 良 好 で あ り 、 防 虫 ネ ッ ト に 適 し て い る 。 芯 鞘 い ず れ か が ポ リ エ
ス テ ル 以 外 の ポ リ マ ー で あ る と 、 長 期 間 使 用 に よ り 芯 と 鞘 の 接 着 性 が 悪 く な り 、 剥 離 が 生
じ て 破 断 強 度 が 低 下 す る の で 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 用 い ら れ る ポ リ エ ス テ ル の 種 類 と し て は 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｔ ） 、 ポ
リ ブ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｂ Ｔ ） 、 ポ リ エ チ レ ン ナ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｎ ） の よ う な 芳
香 族 ポ リ エ ス テ ル 、 ま た は 、 ポ リ エ チ レ ン サ ク シ ネ ー ト 、 ポ リ カ プ ロ ラ ク ト ン の よ う な 脂
肪 族 ポ リ エ ス テ ル が 挙 げ ら れ る 。 中 で も 、 Ｐ Ｅ Ｔ は 溶 融 紡 糸 の 簡 便 性 、 製 造 コ ス ト な ど の
観 点 よ り 特 に 好 ま し く 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト の 芯 成 分 に は 、 有 機 化 合 物 系 の 紫 外 線 吸 収 剤 を 含 有 さ せ る こ と が 必
要 で あ る 。 紫 外 線 吸 収 剤 は 、 紫 外 線 領 域 の 波 長 を 吸 収 し 、 無 害 な 熱 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る
こ と に よ り 、 ポ リ マ ー の 物 性 低 下 を 抑 制 す る 効 果 が あ る 。 無 機 系 の 紫 外 線 吸 収 剤 は 、 溶 融
紡 糸 に て 粒 子 同 士 が 凝 集 し や す く 、 均 一 分 散 が 困 難 と な る た め 、 性 能 安 定 さ せ る こ と が 困
難 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 有 機 系 の 紫 外 線 吸 収 剤 は 、 ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 系 化 合 物 、 ト リ ア ジ ン 系 化 合 物 、 ベ ン ゾ
フ ェ ノ ン 系 化 合 物 な ど が 挙 げ ら れ 、 数 多 く 市 販 さ れ て い る 。 一 般 的 に 有 機 系 の 紫 外 線 吸 収
剤 は 昇 華 ま た は 揮 発 し や す い た め 、 で き る だ け 耐 熱 性 の 高 い 紫 外 線 吸 収 剤 が 好 ま し い 。 特
に 耐 熱 性 や ポ リ エ ス エ ル と の 相 溶 性 の 観 点 か ら 、 本 発 明 の 防 虫 ネ ッ ト に は ト リ ア ジ ン 系 化
合 物 が 好 ま し く 用 い ら れ る 。 ト リ ア ジ ン 系 化 合 物 の 主 な も の と し て 、 ２ － （ ４ ， ６ － ジ フ
ェ ニ ル － １ ， ３ ， ５ － ト リ ア ジ ン － ２ － イ ル ） － ５ － ［ （ ヘ キ シ ル ） オ キ シ ］ ― フ ェ ノ ー
ル が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 紫 外 線 吸 収 剤 は 芯 成 分 重 量 に 対 し て ０ ． ３ ％ ～ ５ ． ０ ％ 含 有 さ せ る こ と が 必 要 で
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あ り 、 好 ま し く は ０ ． ５ ％ ～ ３ ． ０ ％ で あ る 。 ０ ． ３ ％ 未 満 で あ る と 、 紫 外 線 吸 収 剤 の 量
が 少 な す ぎ て 、 太 陽 光 を 曝 露 し た 際 ポ リ マ ー 劣 化 が 顕 著 と な る 。 ま た 、 ５ ． ０ ％ を 超 え る
と 、 性 能 が 頭 打 ち に な り 紫 外 線 吸 収 剤 が 無 駄 に な る 上 、 含 有 量 が 多 く な り す ぎ て ポ リ エ ス
テ ル の 溶 融 粘 度 低 下 を 引 き 起 こ し 、 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト の 破 断 強 度 が 低 下 し 、 防 虫 ネ ッ ト
の 破 裂 強 度 が 低 下 し て し ま う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 紫 外 線 吸 収 剤 は 、 芯 成 分 に 含 有 さ せ る こ と が 必 要 で あ る 。 後 加 工 に よ る 含 浸 で は 、 防 虫
ネ ッ ト に し た 際 に 降 雨 な ど で 脱 落 し て し ま う の で 好 ま し く な い 。 一 方 、 鞘 成 分 に 含 有 さ せ
る と 、 織 物 の 融 着 の 際 に 揮 発 し て し ま い 、 性 能 低 下 し て し ま う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 芯 成 分 の ポ リ エ ス テ ル の 極 限 粘 度 は 、 極 限 粘 度 ０ ． ６ ０ 以 上 が 好 ま し く 、 特 に 好 ま し く
は ０ ． ６ ４ 以 上 で あ る 。 ０ ． ６ ０ 以 上 で あ る と 、 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト の 破 断 強 度 が 高 く な
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト と し て 、 破 断 強 度 は ３ ． ０ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 上 あ れ ば 十 分 で あ り 、
特 に 好 ま し く は ４ ． ０ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ る 。 ３ ． ０ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 上 で あ る と 、 外 部
か ら の 衝 撃 に も 強 く 、 頑 丈 な 防 虫 ネ ッ ト を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト を 織 編 物 に し て 防 虫 ネ ッ ト と し て 使 用 す る 場 合 、 織 編 物 交 点 の
目 ず れ を 防 止 す る た め に 、 鞘 成 分 は 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル で あ る こ と が 必 要 で あ る 。 低 融 点
ポ リ エ ス テ ル は 、 紡 糸 性 が 良 好 で あ る イ ソ フ タ ル 酸 共 重 合 Ｐ Ｅ Ｔ が 好 ま し い 。 共 重 合 比 率
は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 芯 成 分 の ポ リ エ ス テ ル に 対 し 、 融 点 の 差 が ３ ０ ℃ 以 上 と な る よ う
な 共 重 合 比 率 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 範 囲 で あ る と 、 芯 成 分 が 溶 融 す る こ と な く 十 分
な 熱 量 で 交 点 を 接 着 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト の 横 断 面 形 状 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 円 形 が 好 ま し く 、
芯 鞘 形 状 も 同 心 円 状 が 好 ま し い 。 芯 鞘 面 積 比 率 は 、 ５ ０ ： ５ ０ ～ ９ ０ ： １ ０ が 必 要 で あ り
、 特 に 好 ま し く ６ ０ ： ４ ０ ～ ８ ０ ： ２ ０ で あ る 。 芯 面 積 比 率 が ５ ０ ％ 未 満 で あ る と 、 芯 鞘
型 フ ィ ラ メ ン ト の 破 断 強 度 が 低 下 す る 。 一 方 、 ９ ０ ％ を 超 え る と 、 鞘 面 積 の 減 少 に よ り 織
物 交 点 の 融 着 が 不 十 分 と な る の で 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト の 繊 度 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 防 虫 ネ ッ ト と し て の 利 便
性 、 耐 久 性 の 観 点 か ら 、 ５ ０ ～ １ ０ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ が 好 ま し い 。 こ の 範 囲 で あ れ ば 、 適 度 な 剛
性 で 丈 夫 な 防 虫 ネ ッ ト が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト は 、 防 虫 ネ ッ ト に し て 屋 外 で 使 用 す る 際 、 紫 外 線 に よ る 強 度 低 下 が
少 な い こ と が 必 要 で あ る 。 こ の 耐 光 評 価 を 簡 便 に 行 う た め に 、 強 キ セ ノ ン 型 フ ェ ー ド メ ー
タ ー を 使 用 し て 照 射 後 の 破 断 強 度 や 破 裂 強 度 を 測 定 す る 方 法 が あ る 。 本 発 明 の 防 虫 ネ ッ ト
に 使 用 す る 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト は 、 強 キ セ ノ ン 型 フ ェ ー ド メ ー タ ー 測 定 に お い て 、 ４ ８ 時
間 曝 露 後 の 破 断 強 度 保 持 率 が ６ ０ ％ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し く 、 ７ ０ ％ 以 上 が 特 に 好 ま し
い 。 こ の 範 囲 で あ る と 、 自 然 曝 露 下 に お い て も 紫 外 線 に よ る 劣 化 が 少 な い の で 、 耐 久 性 の
あ る 防 虫 ネ ッ ト を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 防 虫 ネ ッ ト は 、 織 編 物 で あ る こ と が 必 要 で あ る 。 不 織 布 だ と 、 防 虫 シ ー ト に し
た 際 に 農 作 物 へ の 太 陽 光 の 照 射 量 が 減 る 上 、 通 気 度 も 不 良 と な り 内 部 が 蒸 れ や す く な る た
め 、 好 ま し く な い 。 ま た 、 織 編 物 は 熱 融 着 す る こ と が 必 要 で あ る 。 熱 融 着 を し な い と 、 長
時 間 の 自 然 曝 露 中 に 目 ず れ が 起 き や す く な り 、 害 虫 が 侵 入 し や す く な る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 に 実 施 例 を 挙 げ て 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 は 以 下 に 述 べ る 実

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-253368 A 2005.9.22



施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
Ａ ． 極 限 粘 度 の 測 定
　 極 限 粘 度 は 、 溶 媒 に フ ェ ノ ー ル ／ テ ト ラ ク ロ ロ エ タ ン （ 体 積 比 率 ６ ／ ４ ） を 用 い て 、 ２
０ ℃ の 恒 温 槽 に て 測 定 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
Ｂ ． 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト の 破 断 強 度 の 測 定
　 破 断 強 度 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ － Ｌ － １ ０ １ ３ 法 に 準 じ 、 試 料 糸 長 ２ ０ ｃ ｍ 、 定 速 引 張 速 度 ２ ０ ｃ
ｍ ／ 分 の 条 件 で 求 め た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
Ｃ ． 防 虫 ネ ッ ト の 破 裂 強 度 の 測 定
　 破 裂 強 度 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ － Ｌ － １ ０ ９ ６ Ａ 法 （ ミ ュ ー レ ン 形 法 ） に 準 じ 、 試 料 １ ５ ｃ ｍ × １
５ ｃ ｍ と し て 求 め た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
Ｄ ． フ ェ ー ド メ ー タ ー 耐 光 評 価
　 フ ェ ー ド メ ー タ ー 耐 光 評 価 は 、 ス ガ 試 験 機 株 式 会 社 製 『 強 エ ネ ル ギ ー キ セ ノ ン フ ェ ー ド
メ ー タ ー Ｓ Ｃ ７ ０ ０ － Ｆ Ａ 』 に て 、 ブ ラ ッ ク パ ネ ル 温 度 ６ ３ ℃ 、 湿 度 ５ ０ ％ の 環 境 下 で フ
ィ ラ メ ン ト 試 料 ま た は ネ ッ ト 試 料 を 装 着 し 、 ４ ８ 時 間 照 射 し た 。 そ の 後 取 り 出 し 、 破 断 強
度 ま た は 破 裂 強 度 を 測 定 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
Ｅ ． 芯 成 分 用 練 込 Ｐ Ｅ Ｔ の 作 製
　 極 限 粘 度 ０ ． ６ ８ の Ｐ Ｅ Ｔ に 、 ト リ ア ジ ン 系 紫 外 線 吸 収 剤 と し て 、 ２ － （ ４ ， ６ － ジ フ
ェ ニ ル － １ ， ３ ， ５ － ト リ ア ジ ン － ２ － イ ル ） － ５ － ［ （ ヘ キ シ ル ） オ キ シ ］ ― フ ェ ノ ー
ル を Ｐ Ｅ Ｔ に 対 し １ 重 量 ％ 添 加 し 、 ベ ン ト 付 二 軸 混 練 機 に て ２ ７ ０ ℃ で 溶 融 押 出 し て 、 芯
成 分 用 の 練 込 Ｐ Ｅ Ｔ を 得 た 。 得 ら れ た チ ッ プ の 極 限 粘 度 は ０ ． ６ ４ 、 融 点 は ２ ５ ７ ℃ で あ
っ た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
Ｆ ． 鞘 成 分 用 共 重 合 Ｐ Ｅ Ｔ の 作 製
　 低 融 点 Ｐ Ｅ Ｔ は 、 従 来 公 知 の Ｄ Ｍ Ｔ 法 に 従 っ て 共 重 合 Ｐ Ｅ Ｔ を 得 た 。 す な わ ち 、 エ チ レ
ン グ リ コ ー ル １ ０ ０ ｍ ｏ ｌ ％ に 対 し 、 Ｄ Ｍ Ｔ を ７ ５ ｍ ｏ ｌ ％ 、 イ ソ フ タ ル 酸 ジ メ チ ル を ２
５ ｍ ｏ ｌ ％ と な る よ う に 重 合 槽 に 投 入 し 、 エ ス テ ル 交 換 触 媒 と し て 酢 酸 カ ル シ ウ ム 一 水 和
物 を ０ ． ０ ９ （ 重 量 ％ ／ エ ス テ ル ） 、 酢 酸 マ ン ガ ン 四 水 和 物 を ０ ． ０ ３ （ 重 量 ％ ／ エ ス テ
ル ） を 加 え 、 エ ス テ ル 交 換 反 応 を 行 っ た 。 次 の 重 縮 合 反 応 は 、 重 合 触 媒 と し て 三 酸 化 ア ン
チ モ ン ０ ． ０ ４ （ 重 量 ％ ／ ポ リ マ ー ） 、 熱 安 定 剤 と し て リ ン 酸 ト リ メ チ ル ０ ． ０ ４ ３ （ 重
量 ％ ／ ポ リ マ ー ） 添 加 し 、 重 合 温 度 ２ ７ ５ ℃ 、 １ ３ ３ Ｐ ａ 以 下 の 高 真 空 条 件 下 で 行 い 、 低
融 点 の 共 重 合 Ｐ Ｅ Ｔ を 得 た 。 得 ら れ た チ ッ プ の 極 限 粘 度 は ０ ． ６ ４ 、 融 点 は １ ９ ３ ℃ で あ
っ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
Ｇ ． 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト の 作 製
　 芯 成 分 に 前 記 （ Ｅ ． ） で 得 ら れ た 練 込 Ｐ Ｅ Ｔ 、 鞘 成 分 に 前 記 （ Ｆ ． ） 記 載 の 共 重 合 Ｐ Ｅ
Ｔ を 用 い 、 従 来 公 知 の 芯 鞘 複 合 紡 糸 方 法 に 従 っ た 。 す な わ ち 、 芯 鞘 面 積 比 率 を ６ ０ ： ４ ０
と し 、 紡 糸 温 度 ２ ９ ０ ℃ 、 紡 速 １ ０ ０ ０ ｍ ／ 分 に て 未 延 伸 糸 を 巻 き 上 げ た 後 、 室 温 に て １
日 エ ー ジ ン グ し た 。 そ の 後 、 ホ ッ ト ロ ー ラ ー ８ ５ ℃ 、 プ レ ー ト ヒ ー タ ー 温 度 １ ５ ０ ℃ に て
延 伸 を 行 い 、 ８ ４ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ ８ フ ィ ラ メ ン ト の 芯 鞘 型 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト を 得 た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
Ｈ ． 防 虫 ネ ッ ト の 作 製
　 （ Ｇ ． ） 記 載 の 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト を 経 緯 使 い で 、 ス ル ー ザ ー 型 織 機 に て ３ ０ 本 ／ ２ ．
５ ４ ｃ ｍ （ １ イ ン チ ） の 平 織 物 を 得 た 。 こ の 平 織 物 の 開 口 部 の 目 開 き は 、 約 ０ ． ８ ｍ ｍ で
あ っ た 。 次 に こ の 平 織 物 を ピ ン テ ン タ ー 型 の ヒ ー ト セ ッ タ ー を 用 い て ２ ２ ０ ℃ で ２ 分 間 処
理 し 、 織 物 交 点 を 融 着 さ せ て 防 虫 ネ ッ ト を 得 た 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
実 施 例 １
　 （ Ｇ ． ） 記 載 に 従 っ て 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト を 作 製 し た 。 こ の 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト の 破 断
強 度 は ３ ． ３ ４ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ っ た 。 こ の 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト を （ Ｄ ． ） 記 載 に 従 っ
て フ ェ ー ド メ ー タ ー 耐 光 評 価 を 行 っ た と こ ろ 、 ４ ８ 時 間 曝 露 後 の 破 断 強 度 は ２ ． ４ ０ ｃ Ｎ
／ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ り 、 破 断 強 度 保 持 率 は ７ １ ． ９ ％ で あ っ た 。 次 に 、 （ Ｈ ． ） 記 載 に 従 っ て
防 虫 ネ ッ ト を 作 製 し た 。 こ の 防 虫 ネ ッ ト の 破 裂 強 度 は 、 ４ １ ６ ｋ Ｐ ａ で あ っ た 。 こ の 防 虫
ネ ッ ト を （ Ｄ ． ） 記 載 に 従 っ て フ ェ ー ド メ ー タ ー 耐 光 評 価 を 行 っ た と こ ろ 、 ４ ８ 時 間 曝 露
後 の 破 裂 強 度 は ２ ９ ９ ｋ Ｐ ａ で あ り 、 破 裂 強 度 保 持 率 は ７ ２ ． ９ ％ で あ っ た 。 こ の ネ ッ ト
を キ ャ ベ ツ 用 の 防 虫 ネ ッ ト と し て 使 用 し た と こ ろ 、 ネ ッ ト は 紫 外 線 劣 化 が 少 な い た め に ６
ヶ 月 使 用 で も 裂 け や 破 れ が な く 、 耐 久 性 良 好 で あ っ た 。 ま た 、 目 ず れ を 起 こ さ な い た め 、
キ ャ ベ ツ へ の 害 虫 被 害 は な か っ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
＜ 紫 外 線 吸 収 剤 の 添 加 有 無 に よ る 防 虫 ネ ッ ト 性 能 評 価 ＞
比 較 例 １
　 芯 成 分 に 極 限 粘 度 ０ ． ６ ８ の ホ モ Ｐ Ｅ Ｔ を 用 い た 以 外 は 、 （ Ｇ ． ） 記 載 に 従 っ て 芯 鞘 型
フ ィ ラ メ ン ト を 作 製 し た 。 こ の 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト の 破 断 強 度 は ３ ． ５ １ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ
で あ っ た 。 更 に フ ェ ー ド メ ー タ ー 耐 光 評 価 を 行 っ た と こ ろ 、 ４ ８ 時 間 曝 露 後 の 破 断 強 度 は
１ ． ７ ４ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ り 、 破 断 強 度 保 持 率 は ４ ９ ． ６ ％ で あ っ た 。 次 に 、 （ Ｈ ． ）
記 載 に 従 っ て 防 虫 ネ ッ ト を 作 製 し た 。 こ の 防 虫 ネ ッ ト の 破 裂 強 度 は 、 ４ １ ０ ｋ Ｐ ａ で あ っ
た 。 こ の 防 虫 ネ ッ ト を （ Ｄ ． ） 記 載 に 従 っ て フ ェ ー ド メ ー タ ー 耐 光 評 価 を 行 っ た と こ ろ 、
４ ８ 時 間 曝 露 後 の 破 裂 強 度 は ２ ３ ０ ｋ Ｐ ａ で あ り 、 破 裂 強 度 保 持 率 は ５ ６ ． １ ％ で あ っ た
。 更 に 、 実 施 例 １ と 同 様 に キ ャ ベ ツ 用 の 防 虫 ネ ッ ト と し て 使 用 し た と こ ろ 、 ネ ッ ト は 紫 外
線 遮 断 剤 が 含 ま れ て い な い た め に 紫 外 線 劣 化 が 激 し く 、 草 木 に 引 っ か か る だ け で も 裂 け や
破 れ が 生 じ た 。 従 っ て 、 防 虫 ネ ッ ト と し て は 使 用 不 可 能 で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
＜ 鞘 の 熱 融 着 有 無 に よ る 防 虫 ネ ッ ト 性 能 評 価 ＞
比 較 例 ２
　 鞘 成 分 に 極 限 粘 度 ０ ． ６ ８ の ホ モ Ｐ Ｅ Ｔ を 用 い た 以 外 は 、 （ Ｇ ． ） 記 載 に 従 っ て 芯 鞘 型
フ ィ ラ メ ン ト を 作 製 し た 。 こ の 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト の 破 断 強 度 は ３ ． ７ ５ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ
で あ っ た 。 更 に フ ェ ー ド メ ー タ ー 耐 光 評 価 を 行 っ た と こ ろ 、 ４ ８ 時 間 曝 露 後 の 破 断 強 度 は
２ ． ２ ７ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ り 、 破 断 強 度 保 持 率 は ６ ０ ． ５ ％ で あ っ た 。 次 に 、 熱 融 着 処
理 を 行 う 以 外 は （ Ｈ ． ） 記 載 に 従 っ て 防 虫 ネ ッ ト を 作 製 し た 。 こ の 防 虫 ネ ッ ト の 破 裂 強 度
は 、 ４ ２ ２ ｋ Ｐ ａ で あ っ た 。 こ の 防 虫 ネ ッ ト を （ Ｄ ． ） 記 載 に 従 っ て フ ェ ー ド メ ー タ ー 耐
光 評 価 を 行 っ た と こ ろ 、 ４ ８ 時 間 曝 露 後 の 破 裂 強 度 は ３ ０ １ ｋ Ｐ ａ で あ り 、 破 裂 強 度 保 持
率 は ７ １ ． ３ ％ で あ っ た 。 更 に 、 実 施 例 １ と 同 様 に キ ャ ベ ツ 用 の 防 虫 ネ ッ ト と し て 使 用 し
た 。 ネ ッ ト の 紫 外 線 劣 化 は 少 な か っ た も の の 、 織 物 交 点 が 接 着 さ れ て い な か っ た の で 、 風
雨 に よ り 所 々 で 目 ず れ が 発 生 し 、 防 虫 効 果 は 低 い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
＜ 紫 外 線 吸 収 剤 の 添 加 量 変 化 に よ る 防 虫 ネ ッ ト 性 能 評 価 ＞
　 （ Ｇ ． ） 記 載 の 方 法 に 従 っ て 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト を 作 製 し 、 そ の 際 に 表 １ に 示 す よ う に
紫 外 線 吸 収 剤 の 添 加 量 を 種 々 変 化 さ せ て 、 評 価 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 比 較 例 ３ は 、 紫 外 線 吸 収 剤 の 添 加 量 が 多 す ぎ る た め に 、 フ ェ ー ド メ ー タ ー 評 価 に よ る 破
断 強 度 保 持 率 は ８ ３ ． ２ ％ と 高 い も の の 、 紡 糸 時 に 芯 成 分 の 溶 融 粘 度 低 下 が 著 し く 、 破 断
強 度 が ２ ． １ ０ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ と 低 く な っ た 。 こ の 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト を 防 虫 ネ ッ ト に す
る と 破 れ や す く な り 、 使 用 不 可 能 で あ っ た の で 、 防 虫 ネ ッ ト 性 能 評 価 は 不 良 （ × ） で あ っ
た 。 一 方 、 本 発 明 に 準 ず る 実 施 例 １ ～ ５ は 破 断 強 度 保 持 率 、 防 虫 ネ ッ ト 評 価 と も 良 好 で あ
っ た 。 特 に 実 施 例 １ 、 ３ 、 ４ は 、 紫 外 線 吸 収 剤 の 添 加 量 が 最 適 で あ る た め に 溶 融 紡 糸 時 の
粘 度 低 下 が 少 な く 、 破 断 強 度 が 高 い 。 防 虫 ネ ッ ト に し た 場 合 、 い ず れ も ６ ヶ 月 使 用 し て も
裂 け や 破 れ が な く 優 良 で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
＜ 芯 鞘 面 積 比 率 変 更 に よ る 防 虫 ネ ッ ト 性 能 評 価 ＞
　 （ Ｇ ． ） 記 載 の 方 法 に 従 っ て 芯 鞘 型 フ ィ ラ メ ン ト を 作 製 し 、 そ の 際 に 表 ２ に 示 す よ う に
芯 鞘 面 積 比 率 を 種 々 変 化 さ せ て 、 評 価 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 比 較 例 ４ は 、 芯 面 積 が 少 な す ぎ る た め 、 破 断 強 度 が 低 下 し た 。 こ れ を 実 施 例 １ 記 載 と 同
様 に 防 虫 ネ ッ ト を 作 製 し 使 用 し た と こ ろ 、 丈 夫 さ に 欠 け る ネ ッ ト と な り 、 使 用 不 可 能 だ っ
た 。 従 っ て 、 防 虫 ネ ッ ト 性 能 評 価 は 不 良 （ × ） で あ っ た 。 ま た 、 比 較 例 ５ は 、 鞘 面 積 が 少
な す ぎ る た め に 織 物 交 点 の 熱 融 着 が 不 十 分 で あ っ た 。 そ の 結 果 、 こ れ を 使 用 し た 防 虫 ネ ッ
ト は 使 用 時 に 強 い 風 雨 で 交 点 で の 目 ず れ が 発 生 し 、 防 虫 効 果 は 低 く 使 用 不 可 能 で あ り 、 防
虫 ネ ッ ト 性 能 評 価 は 不 良 （ × ） で あ っ た 。 一 方 、 本 発 明 に 準 ず る 実 施 例 １ 、 ６ ～ ８ は 、 い
ず れ も 芯 鞘 比 率 が 最 適 で あ る た め に 破 断 強 度 も 高 く 、 熱 融 着 も 十 分 で あ る た め に 防 虫 ネ ッ
ト と し て の 性 能 も 良 好 で あ っ た 。
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【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の 防 虫 ネ ッ ト は 、 特 に 農 業 、 園 芸 分 野 の 使 用 に 適 し て い る 。
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